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自転車保有台数全国１位 ( 推計 ) である、さいたま市が積極的に安全対策を推進せよ！自転車保有台数全国１位 ( 推計 ) である、さいたま市が積極的に安全対策を推進せよ！

ギャンブル依存症における早期発見と治療を急げ！ギャンブル依存症における早期発見と治療を急げ！

安心・安全・住みよいまちづくりを目指して！安心・安全・住みよいまちづくりを目指して！

Ｑ．小学生に自転車運転免許の交付、中高生に *スケアード・ストレイト技
法による教育など、世代別に教育プログラムを構築し、自転車交通の安全対
策を進めるべきと考えるが、見解を伺う。
*スケアード・ストレイト技法　スタントマンによって交通事故を再現し、その悲惨さと恐怖を生徒

が体験することによって、交通事故を防止しようというもの。

Ａ．自転車運転免許は交通安全に対する意識を高めるなどの効果があると認
識している。昨年度は小学校 22 校の 3、4年生を中心に 2360 名に交付され
た。今後は、この制度の導入校が増えるよう警察と連携を図りたい。
また、今年度は中学校 1校、高校 1校でスケアード・ストレイト技法を用い
た交通安全教育を実施した。今後もより多くの学校で実施し、交通安全教育
の充実を図っていきたい。

さいたま市議会議員 神坂たつあき

12月度さいたま市議会定例会12月度さいたま市議会定例会

推計で 200 万人を超えると言われているギャンブル依存症。
世界保健機関、ＷＨＯが定めている国際疾病分類には病的賭博として掲載されており、病気と定
義されていますが、まず本人や周囲の人が依存であることに気づき、状況が悪化し自殺などに至
る前に回復に向けた適切な支援につなげることが大事であると言われています。
「速やかに専門的な支援につながるよう広く市民への啓発を図るべきと考えます」と質問させ頂
きました。
この質問について保健福祉局長より「こころの健康センターを中心にギャンブル依存症への対策
を進めてきており、延べで毎年200件前後の相談を受けています。ギャンブル依存症に関するリー
フレットやパネルを作成し、また市民向けの講演会では、ギャンブル依存症から回復された当事
者の方のお話を聞く会を設けるなどし、周知に努めているところです。今後は市のホームページ
で情報提供を行うとともに、市内の医療機関や相談窓口と情報交換を密にし、ギャンブル依存症
についての研修会を開催するなど、さらなる対策の推進に努めてまいります」との回答を得まし
た。
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さいたま市議会にて、12月度定例会が行われました。
今回は 5つの課題について一般質問致しました。
1. 自転車交通の総合安全対策について、2. 環境共生都市
への戦略について、3. 住居表示について、4. 学校施設の
安全対策と機能強化について、5. 依存症対策について、
質問をさせて頂きました。
今回はその中でも自転車の安全対策とレアメタルの有効
活用、ギャンブル依存について報告いたします。
なお、他の質問内容については、私のホームページでも
掲載しておりますのでご覧ください。

詳しい質問と回答については、神坂たつあきオフィシャルホームページをご覧ください。

有効に活用を！「都市鉱山」*レアメタル有効に活用を！「都市鉱山」*レアメタル

* レアメタル　デジタルカメラや電子手帳などの小型家電に使われているリチウム、チタンなど、産出

量が少ない希少金属のこと。

Ｑ．本市では多くの小型家電が廃棄されているが、これらには貴重な金属「レ
アメタル」が含まれている。この「都市鉱山」に例えられる金属の有効活用
について市の見解を伺う。

Ａ．小型家電の多くを燃えないごみとして収集しているが、選別するために
は新たな分別が必要となり収集運搬費用が増加する。中間処理施設で分類す
る場合も費用が発生するため、これらの費用をまかなうためには回収率の確
保がカギになると考えている。このため小型家電リサイクルの取り組みを今
年度内に改定する一般廃棄物処理基本計画の重点施策の一つに位置付け、国の制度化を注視しつ
つ、費用対効果を念頭に、効率的な収集運搬方法や資源化ルートなどの検討を始めたい。
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ギャンブル依存症における早期発見と治療を急げ！ギャンブル依存症における早期発見と治療を急げ！

推計で 200 万人を超えると言われているギャンブル依存症。
アルコールや薬物への依存についてはよく知られておりますが、ギャンブ
ルへの依存が病気であることは余り認識されておりません。
世界保健機関、ＷＨＯが定めている国際疾病分類には病的賭博として掲載さ
れており、病気と定義されていますが、まず本人や周囲の人が依存である
ことに気づき、状況が悪化し自殺などに至る前に回復に向けた適切な支援
につなげることが大事であると言われています。
「速やかに専門的な支援につながるよう広く市民への啓発を図るべきと考えます」と質問させ頂
きました。

この質問について保健福祉局長より「こころの健
康センターを中心にギャンブル依存症への対策を
進めてきており、延べで毎年 200 件前後の相談を
受けています。ギャンブル依存症に関するリーフ
レットやパネルを作成し、また市民向けの講演会
では、ギャンブル依存症から回復された当事者の
方のお話を聞く会を設けるなどし、周知に努めて
いるところです。今後は市のホームページで情報
提供を行うとともに、市内の医療機関や相談窓口
と情報交換を密にし、ギャンブル依存症について
の研修会を開催するなど、さらなる対策の推進に
努めてまいります」との回答を得ました。

『さいたま市被害想定調査』シュミレーション

さいたま市南部を震源とするマグニチュード 6.9 の直下型地震
が、冬場の午後６時に襲ってきたとした場合、建物被害等では、
全半壊 61,079 棟、出火 248 件。
焼失棟数 38,278 棟、人的被害等では、死者数 2,891 人、負傷者
数 58,336 人、避難者数 223,410 人。
帰宅困難者数 140,300 人、ライフライン被害では、上水道被害
506,431 人、都市ガス被害 664 箇所、停電戸数 95,865 世帯とな
っており、その被害の甚大さは想像を絶するものとなります。

神坂たつあきホームページをご覧ください！
昨年 4月、さいたま市の市民の皆様、とくに緑区市民の皆様の
多大なるご支援により、市議会議員として当選させて頂き８ヶ月
余り。
さいたま市民の皆様のために日々活動させて頂いております。
３ヶ月に一度の市議会定例会はもちろんのこと、市民の皆様のご
意見やご要望にも耳を傾け、少しでも皆様が暮らしやすい「さい
たま市」のまちづくりを進めております。
私の活動内容や、定期的に配布しているこの「神坂たつあき市政
レポート」のバックナンバーも、すべてホームページにて公開し
ております。
また「活動報告」では市民の皆様とふれあいの活動を中心に、掲
載しております。
お時間がございましたら、神坂たつあきオフィシャルホームページをご覧頂ければ幸いです。

ホームページアドレス：http://www.t-kamisaka.net/
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